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C3

船橋我孫子線
バイパス

くぬぎ山
歩道整備

くぬぎ山
踏切拡幅

紙
敷
歩
道
整
備

船橋松戸線バイパス

国分下貝塚線
歩道整備

真間地先
交差点改良

本八幡駅前
交差点改良

鬼高若宮線
立体交差

本郷町古作町線
立体交差・現道拡幅

二俣歩道整備

（仮称）押切・湊橋
津田沼
無電柱化

藤崎茜浜線
バイパス整備

八千代台花輪線
現道拡幅

美浜長作町線外
現道拡幅・立体交差

実籾
歩道整備

桑橋歩道整備

吉橋歩道整備金杉橋
橋梁架替

夏見歩道整備

本町無電柱化

西浦藤原町線外
バイパス整備

藤原歩道整備

高柳
歩道整備

逆井3丁目
交差点改良

増尾歩道整備

小
金
無
電
柱
化

箕輪青葉台線
バイパス整備

五條谷
現道拡幅

大島田
バイパス整備

国道357号 船橋市域（イメージ図）
・〇〇〇〇〇

国道３５７号 検見川立体
検見川・真砂スマートＩＣ
・東関道に新規ＩＣを設置することで、首都圏
から千葉市中心部や湾岸部からのアクセス性
や利便性の向上などが期待。 検見川・真砂

スマートＩＣ

整備
前

整備後

国道14号 宮本歩道橋整備（写真・イメージ図）

既設歩道橋の老朽化 歩道が狭隘

整備後

鎌ケ谷大仏交差点（写真・イメージ図）

整備前 整備後

国道14号 無電柱化

・無電柱化をすることで、安全で快適な通行
空間を確保するとともに、台風や地震時に電
柱が倒壊する危険がなくなる等の効果を期待

整備前 整備後

電柱が歩道空間を圧迫

県では、千葉県総合計画（R7.10策定）において、人口が集中し、渋滞が深刻化している県北西部の

慢性的な交通渋滞を解消する道路整備を最重要と位置づけ、下記の取組を強力に推進。
➢高速道路の空白地帯のアクセス強化するため、国道464号 北千葉道路などの高規格道路を推進。
➢交通渋滞の緩和や安全性を向上させるため、国道296号や船橋我孫子線などで道路改良事業を面的に実施。
➢安全で快適な通行空間を確保するとともに都市災害などを防止するため、国道14号などで無電柱化事業を実施。

千葉県北西部 渋滞対策 ～実施中の取組～

国道296号 前原西工区

・国道296号の左折専用レーンの設置により左折
車両を分離し交通の円滑化を期待。

国道464号 北千葉道路

・北千葉道路を新設することで、周辺道路の渋滞が緩和され、交通事故の
削減や地域産業の支援を期待。

国道357号 塩浜立体
・立体交差化することで、交差点を通過する交通
が立体部へ転換し、交差点の渋滞が緩和され、
安全性の向上などが期待。

塩浜交差点

至 東京

至 千葉
代表箇所
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1

1

3

E14

整備後

整備前

船橋我孫子線
初富交差点 改良

・船橋我孫子線の右折レーンの
設置や歩道の延伸などにより
交通の円滑化。

整備後 歩道延伸

右折禁止規制
の解除

右折禁止規制
の解除

大型車規
制の緩和

左折・直進が混在すること
で、歩行者横断待ち時間に
よる渋滞が発生

左折車線の新設

凡 例

：国・県 改築系事業箇所（現道拡幅・バイパス）
： 県 維持系事業箇所（交差点改良・歩道整備）

スマートIC
(OFF)整備

スマートIC
(ON)整備

車線拡幅

車線拡幅

連続立体

千葉西警察
入口交差点

真砂交差点

至

東
京 至

市
原

１

３

５

平面交差を立体化

４
初富交差点改良

鎌ヶ谷大仏
交差点改良

馬込十字路
交差点改良

主な取組 ４

主な取組

主な取組 ３

主な取組 ６

２主な取組

３主な取組

４主な取組

５主な取組 ６主な取組
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